


の輪を
もっと
｝ふiJ~iこし、
町の人口増加対策四つの事業

朝
日
町
は
、
人
口
41
8
、
5
3
0人
（
昭
和
位
年
刊
月
イ
l

日
現

在
、
住
民
基
本
台
帳
人
口
）
、
総
面
積
2
2
7
・4
41平
万
戸
ト叩
、

海
と
山
と
川
に
固
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
住
み
良
い
景
勝
の
地

で
す
。
そ
し
て
、
最
近
は
新
し
い
企
業
も
進
出
し
て
き
ま
し
た
。

で
も
、
怠
ぜ
か
人
口
は
、
い
ま
だ
に
微
減
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
町
で
は
、
い
ろ
ん
な
人
口
増
加
対
策
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
合
回
は
人
口
浩
に
直
接
的
に
働
き
か
け
る

四
つ
の
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

町
営
住
宅
を

建
て
替
え
人
口
糧

現
在
幻
世
帯
が
入
居
し
て
お
ら

れ
る
町
営
桜
町
団
地
は
、
昭
和
幻

の
住
宅
団
地
の
造
成
に
は
、
費
用

の

一
部
を
助
成
す
る
施
策
（
宅
地

開
発
民
間
活
力
導
入
事
業
）
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
民
開
業
者
が
宅
地
闘

発
を
行
う
場
合
、
道
路

・
側
溝

・

緑
地
な
ど
の
公
共
的
施
設
に
投
下

す
る
事
業
費
が
そ
の
ま
ま
宅
地
価

額
に
ハ
ネ
返
っ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
制
度
は
、
こ
れ
ら
公
共
的
施

設
の
事
業
費
の

一
部
を
助
成
す
る

こ
と
に
よ
り
、
宅
地
価
額
を
抑
制

し
、
結
果
的
に
は
貰
い
や
す
い
宅

地
を
供
給
し
よ
う
と
い
う
も
の
で

す
。ま

た
、
道
路
の
幅
員
や
側
溝
の

設
置
な
ど
、
計
画
的
な
開
発
を
誘

導
す
る
と
と
も
に
、
宅
地
面
積
に

つ
い
て
も

一
定
規
模
を

維
保
す
る
な
ど
、
住
み

」

よ
い
住
宅
団
地
を
創
出

策

し
よ
う
と
い
っ
ね
ら
い

対

も
あ
り
ま
す
。

咽

と
こ
ろ
で
、
こ
の
制

首

度
の
適
用
第

l
号
と
し

1
て
、
昭
和
臼
年
度
に
桜

E
町
地
内
に
民
開
業
者
が

人

敷
地
約
三

0
0
0平
方

「：

μ
の
住
宅
団
地
に
叩
区

童

画
を
造
成
し
、
現
在
売

特

り
出
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。．
 

年
か
ら

ω年
度
に
建
設
さ
れ
た
木

造
平
屋
建
て
住
宅
で
す
が
、
床
面

積
が
極
め
て
狭
く
（
お
平
方
灯
）
、

し
か
も
最
も
新
し
い
も
の
で
も
す

で
に
初
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
の

進
み
具
合
が
著
し
い
た
め
、
住
環

知
り
た
い
方
は
、
役
場
建
設
謀
（
宮

m
i
l
l
o
o内
線
2
1
8
番
）

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

U
タ
l
ン
青
年
に

報

奨

金

皆
さ
ん
は
、
リ
タ
ー
ン
よ
同
年
報

奨
金
制
度
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
は
町
が
、
次
代
の
朝
日
町

を
担
う
脅
年
の
定
住
化
を
促
進
す

る
た
め
、
町
外
か
ら
帰
郷
し
て
就

業
し
た
背
年
に
対
し
て
報
奨
金
を

文
給
す
る
制
度
で
、
正
式
に
は
、

「
朝
日
町
U
タ
l
ン
青
年
報
奨
金

支
給
制
度
」
と
言
い
、
昭
和
引
年

4
月
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
初
年
度
は

5
名
の
方

こ
の
制
度
を
詳
し
く

境
を
改
善
す
る
と
と
も
に
戸
数
を

増
や
し
て
人
口
増
加
に
も
役
立
て

よ
う
と
、
町
で
は
、
昨
年
の
9
月

に
建
て
替
え
事
業
に
着
手
し
ま
し

た
。建

設
さ
れ
る
住
宅
は
5
棟
で
、

い
ず
れ
も
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

三
階
建
て
、
合
わ
せ
て
は
W

戸
が
収

容
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
在
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る

の
は
、
こ
の
う
ち
の
2
棟
（

M
一戸

分
）
で
、
今
年
の
8
月
に
は
完
成

し
、
現
在
の
入
居
者
全
員
が
入
ら

れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
引
き
続
き
、
来
年
の
8

月
完
成
を
目
指
し
て
1
陳
（
川
崎
戸

分
）
の
建
設
に
若
手
、
例
年
に
は

2
棟
（
剖
戸
分
）
の
建
設
を
行
い
、

昭
和
町
年
8
月
ま
で
に
は
全
線
を

完
成
さ
せ
る
予
定
で
す
。

と
こ
ろ
で
こ
の
住
宅
を
計
画
す

る
に
あ
た

っ
て
は
、
①
周
辺
住
民

と
の
調
和
、
②
雪
に
強
い
団
地
づ

21,011 
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昭和40年～昭和60年国勢調査(10月l日）

昭和61~手～昭和62年住民基本台帳人口(JO月 l 日現在）

く
り
、
③
高
齢
者
対
策
、
④
団
地

各
棟
単
位
で
の
親
睦
ー
ー
と
い
う

4
つ
の
テ
l
マ
を
設
定
。

こ
れ
ら

は
、
次
の
よ
う
な
形
で
設
計
に
組

み
込
ま
れ
ま
し
た
。

①
団
地
の
中
に
広
さ
l
、
0
0
0平

方

μ
の
芝
生
広
場
や
集
会
所
を
設

け
、
周
辺
地
域
住
民
に
も
ど
ん
ど

ん
利
用
し
て
も
ら
い
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
。

②
雨
、

雪
の
心
配
を
す

る
こ
と
な
く
自
分
の
棟

ま
で
行
け
る
よ
う
、
犀

椴
付
き
歩
道
や
地
形
差

を
利
用
し
た

H

地
下
コ

ロ
ネ
i
ド
。
を
整
備
。

屋
根
は
耐
雪
型
で
、
駐

企 Uターン報奨第オ号の島縞さん

に
報
奨
金
を
支
給
し
、
昭
和
臼
年

度
に
は
U
名
（
臼
年
1
月
ま
で
）

の
方
々
に
支
給
し
ま
し
た
。

報
奨
金
の
支
給
に
は
、
次
の
各

項
に
該
当
す
る
こ
と
が
要
件
と
な

っ
て

い
ま
す
。

V
朝
日
町
以
外

〈魚
津
市
・
黒
部

市
・
入
善
町
・
宇
奈
月
町
及
び

糸
魚
川
市
、
青
海
町
を
除
く
）

で
1
年
以
上
就
業
し
て
い
た
人

で
、
帰
郷
後
1
年
以
内
に
就
業

し
た
人
。

V
帰
郷
時
の
年
齢
が
叩
歳
以
上
目

歳
以
下
の
人
。

V
帰
郷
後
、

5
年
以
上
朝
日
町
に

在
住
す
る
と
認
め
ら
れ
る
人
。

V
過
去
に
、
朝
日
町
に

5
年
以
上

在
住
し
て
い
た
こ
と
の
あ
る
人
。

報
奨
金
は
、

U
タ
ー
ン
青
年
一

人
に
つ
き
2
万
円
。
配
偶
者
を
伴

っ
て
い
る
場
合
は
、
3
万
円
で
す
。

報
奨
金
の
支
給
申
請
手
続
は
、

役
場
住
民
課
で
転
入
届
を
出
さ
れ

る
時
に
説
明
し
て
い
ま
す
が
、

該

当
す
る
方
で
支
給
申
請
を
し
て
お

ら
れ
な
い
人
は
、
早
め
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

役
場
商
工
観
光
課
（

E
m
i－
－

0
0内
線
1
1
8
番
）
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
昭
和
臼
年
度

（
臼
年
4

月
か
ら
臼
年
l

月
ま
で
）
の
支
給
者
は
次

の
方
々
で
す
。

谷

口

雅

朗

〈
蛭

谷

）

宮

崎

学

（西
三
浦
町
）

藤

田

豊

彦

（一ニ
枚
橋
）

藤

田

秀

子

（

H

）

寺
田

修

（東

草

野

）

蓑
田
和
久
（
南
保
越
）

廃
野
春
美
（
西
三
浦
町
）

江
端
美
千
代
（
殿

町

）

O
山
崎

笑
（
上

町
）

O
金
回
究
之
（
富
崎
）

更

田

守

（

谷

）

大

島

友

子

（西
三
浦
町
）

水
島

優

子

（

境

）

仙

名

文

博

（
羽

入

）

（
O
印
は
配
偶
者
同
伴
者
）

三
人
目
か
ら

出

生

奨

励

金

－
特
集
「
人
口
増
加
対
策
」
＠

19,311 

車
場
は
消
雪
装
置
付
き
。

③
楽
に
出
入
り
で
き
る
よ
う
に
ス

ロ
ー
プ
を
取
り
入
れ
る
。

④
各
練
の
中
二
階
に
公
共
ス
ペ

ー

ス
を
設
け
、
住
戸
以
外
は
階
段
だ

け
と
い

っ
た
暖
か
み
の
な
い
施
設

に
せ
ず
、
附
怖
の
皆
が
利
用
し
、
親

牒
を
図
れ
る
場
と
す
る
。

こ
れ
が
完
成
す
る
と
、
上
一図
め

よ
う
に
な
り
ま
す
。

住

宅

団

地

の

造

成

巴

助

成

ま
た
、
こ
の
事
業
と
は
別
に
、

人
口
増
加
対
策
の

一
環
と
し
て
昭

和
日
年
度
か
ら
、
民
間
宅
地
建
物

取
引
業
者
が
行
う
一
定
規
模
以
上

さ
ら
に
町
で
は
、
人
口
地
加
対

策
の

一
環
と
し
て
、

三
人
以
上
出

生
し
た
父
母
に
出
生
奨
励
金
を
支

給
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
出
生
率
の
低
下
が
人

口
減
少
の
大
き
な
原
因
に
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
白
年
4
月

に
ス
タ
ー
ト
し
、

こ
れ
ま
で
同
人

（臼
年
1
月
ま
で
）
に
支
給
し
て

い
ま
す
。

支
給
要
件
は
、
①
生
ま
れ
た
子

砂
子
供
三
人
、
ま
た
楽
し

供
を
含
め
三
人
以
上
の
子
供
と
生

計
を
同
じ
く
す
る
父
母
で
あ
る
こ

と
。
②
町
に
住
所
を
有
し
、
今
後

も
居
住
す
る
意
志
が
あ
る
こ
と
。

と
な
っ
て
お
り
、
3
人
目
は
2
万

円
、
4
人
目
以
降
は
3
万
円
で
す
。

支
給
は
、
出
生
届
の
と
き
に
支

給
要
件
に
合
え
ば
そ
の
場
で
支
給

し
て
い
ま
す
。

出生率の変化

町 県 国

50年 12.5 16.2 17.l 

55年 11. 6 12.3 13.61 

60年 9.7 10.7 

61~ 8.3 10.4 11.4 I 

－
昭
和
白
年

3
月
号

＠



社
会
福
祉
協
議
会
は

住
民
主
体
の

自
主
的
民
間
団
体

先
に
行
っ
た

「福
祉
に
関
す
る
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
公
」
の
中
で
、
「あ

な
た
は
、
制
B
町
社
会
福
祉
協
議
会

と
い
う
間
体
を
知
っ
て

い
ま
す
か
」

と
い
う
聞
い
に
対
し
て
、

知
っ
て
い

る
（臼

・
7
%
）
、
知
ら
な
い
（刊
・6

%）、

無
回
答
（
5
・
7
%）

と
い
う

結
巣
が
で
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
知
っ

て
い
る
と
答
え
た
人
に
、
「
ど
ん
な
組

識
だ
と
思
い
ま
す
か
」
と
問
う
と
、

行
政
の

一
部
（
お

・
1
%
）
、
行
政
の

補
助
団
体
（
M
・
6
%
）
、
民
間
の
自

主
団
体
（
8
・
2
%
て

わ
か
ら
な
い

が
、
名
称
だ
け
は
知
っ
て
い
る
（詑
・

1
%
）
と
い
う
答
え
が
出
て
き
ま
し

た
。賛

助
会
員
加
入
状
況

た
だ
い
ま
募
集
し
て
い
る
町
社
協

の
賛
助
会
員
に
次
の
万
々
か
ら
出
申
し

込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

企「ドラクナー」
朝日中12王寺田

こ
の
こ
と
は
、
社
会
桁
祉
協
議
会

の
必
裂
性
及
び
役
測
な
ど
が
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
あ
ら
た
め
て
P
R
の
軍
要
性
を

認
識
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
性
格

社
会
制
祉
協
議
会
は

ご
疋
の
地
域

社
会
の
中
で
、
社
会
柄
祉
や
保
健
衛

生
な
ど
生
活
の
改
善
及
び
向
上
に
関

連
の
あ
る
公
私
関
係
者
の
参
加

・
協

力
を
得
て
、
住
民
の
福
祉
を
増
進
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
、
民
聞
の
自

主
的
な
組
織
で
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
役
割

－
地
域
福
祉
向
上
の
た
め
、

話
し
合
い
の
場
と
し
て
、

－
各
相
川
悦
川
体
、
組
織
の
辿
給
、
調

山
内
川
役
と
し
て
、

－
行
政
に
住
民
の
戸
を
反
映
さ

せ
る
場
と
し
て
、

・
住
民
白
ら
の
問
題
を
地
蛾
住

民
み
ん
な
の
問
題
と
し
て
捕

え
る
場
と
し
て
、

な
ど
の
役
加
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
社
会
福
祉
治
動

を
進
め
る
た
め
に
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
．
願
い
し
ま
す
。

住
民
の

あ
な
た
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
出
動
は
誰
に

草
野
三
郎
、
草
野
す
え
子
、
五
箇
庄

小
学
校
P
T
A
、
松
原
義
昌
、
長
崎
光

雄
、
米
丘
筑
官
、
長
崎
清
、
谷
口

一
夫
、

長
崎
宗
一

、米
丘
敏
雄
、
長
崎
信
街
、

長
津
消
忠
、清
水
と
も
子
、島
端
正
三
、

回
付
茂
次
、村
上
き
み
、
杉
ぶ
・
俊
一
、

徹さん

号当

』F「ときめきトつナイト」
朝日中二年江綿佳恵さん

．患
朝i吉
日告＠
町見
gゆf士ら、 百ー

~T @ 
編

か虫
ら ＠ 

戦
国
時
代
と
朝
日
町
③

越
後
勢
の
侵
入
が
は
げ
し
く
な
る

の
は
、
水
正
3
年
（
1
5
0
6
年
｝

か
ら
で
あ
る
。

当
時

一
向
一
撲
の
勢
力
が
あ
な
ど

り
難
い
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
時

と
し
て
は
領
主
に
低
抗
し
て
自
己
の

利
mm
け
の
擁
簡
に
も
絡
め
る
よ
う
に
な

り
、
文
明
6
年

（
1
4
7
4
年
〉
の

加
釘

一
向

一
般
の
よ
う
に
、

守
識
に

対
抗
し
て
戦
う
ま
で
に
な
っ
た
。

か
ね
て
こ
の

一
向
一
撲
に
対
し
て

近
聞
の
守
護
た
ち
も
通
会
し
て
防
戦

に
つ
と
め
て
い
た
が
、
幕
府
は
越
後

の
守
護
上
杉
氏
に
一
向
一
撲
を
討
伐

で
も
で
き
ま
す
。「
彪
に
何
が
で
き
る

の
だ
ろ
う
」
と
む
つ
か
し
く
考
え
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
が

n

常
生
前
の
中
で
世
話
を
し
た
リ
、

昨い

話
に
な
っ
た
り
と
、
毎

n
の
必
し
の

・中
で
な
に
げ
な
く
実
行
し
て
い
る
こ

と
を
、

一
人
で
あ
る
い
は
仲
間
と
協

力
し
あ
っ
て
広
げ
て
い
く
こ
と
、
そ

れ
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
前
動
で
す
。

一
例
を
あ
げ
る
と
、

自
宅
で
で
き
る
こ
と

使
用
済
の
切
手
集
め
、
ロ
l
タ
ス

ク
ー
ポ
ン
集
め
、
お
む
つ
や
ぞ
う
き

ん
作
リ
、
お
金
や
品
物
の
提
供
な
ど

地
域
の
中
で
で
き
る
こ
と

一
人
暮
し
老
人
や
寝
た
き
り
老
人

竜
一
度
障
害
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
、
話
し

相
手
、
買
物
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど

』司
有
磁
苑
で
の
除
箪
怠
仕

渡
辺
勝
治
、
稲
忠
清
之
助
、広
川
文
治
、

広
川
義
一
、
沢
井
清
、
林
一
雄
、
広
川

義
窓
、
渡
辺
泰
邦
、
車内
木
勝
、
小
沢
勝
恵
、

折
谷
工
業
株
式
会
社
、
株
式
会
社
氷

見
工
業
所
、
境
挫
設
工
業
株
式
会
社、

以
上
初
名
（
釘
口
）
〔
2
月
同
日
現
住
〕

さ
せ
た
の
で
、
守
護
代
長
尾
能
景
は

神
保
慶
親
の
援
助
の
求
め
も
あ
っ
て

こ
れ
に
応
じ
て
越
・
中
に
侵
攻
し
、
新

川
を
経
て
婦
負
郡
察
、
江
の
蓮
ム
ロ
ヰ
寸
で

戦
っ
て
勝
ち
、
進
ん
で
砺
波
の
般
若

野
で
神
保
鹿
宗
の
軍
と
戦
っ
て
敗
死

し
た
。
永
正
3
年
（
1
5
0
6
年
）

永
正
同
年
（
1
5
1
9
年
）
能
長

の
子
為
最
は
、
先
年
の
仇
を
報
ぜ
ん

と
、
神
保
慶
宗
、
維
名
度
胤
に
峨
を

い
ど
み
、
組
中
に
侵
入
、
境
川
で
神

保
慶
宗
、
椎
名
度
胤
の
爺
を
破
り
白

山
城
に
迫
っ
た
が
、
冬
に
な
っ
た
の

で
、
軍
を
か
え
し
、
翌
永
正
口
年
（
1

5
2
0
年
）
越
中
に
出
陣
、
境
川
械

を
攻
略
し
て
新
川
郡
に
侵
入
し
、
機

名
を
破
り
、
こ
こ
に
機
名
氏
は
、
長

－
ふ
く
し
の
窓

＠

おりかとうおたたかい怠

＠ 朝日町醤脱行（ I月118～2月10日）

りとく名さんから 600円。1(1料千協同組合さんから

30,0001=11 

0末広町稲村目IJTさんから

亡失I｝）さんの供養として符典

返しの一部 100,000円

雑

想

昭
和
臼
年
肢
を
ふ
り
返
え
る
と
、

イ
品
か
で
活
力
あ
ふ
れ
る
郷
土
あ
さ

と

ひ
ザ
の
実
税
を
同
指
し
、

町
道
的
桜

ご

町
線
の

t
市
中
精
工
や
桜
町
団
地
の
挫

り

て
件
、
ぇ
事
業
を
は
じ
め
、
各
時
の
施
策

ご

を
順
調
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

’ー

た
。
し
か
し
、
か
け
が
え
の
な
い
他

E

康
の
増
進
、
心
ふ
れ
あ
7
制
批
の
充

の

実
、
活
気
に
満
ち
た
商
工
業
、
魅
力

長

あ
ふ
れ
た
特
色
あ
る
観
光
な
ど
ま

『

だ
ま
だ
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
一
層
の
努
力

を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
現
在
、
商
工
会
を
中
心
に
村

お
こ
し
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
先
般
行
わ
れ
た
「
た
ら
川
ま
つ
リ
」

で
は
、
ゲ
ー
ム
に
参
加
し
た
り
、
た

ら
汁
に
刊
訟
を
う
つ
な
ど
、
多
く
の

万
々
が
ま
つ
リ
を
た
ん
の
つ
さ
れ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。
当
H
は
、
我
が

郷
土
の
俳
優
機
体
栄
氏
を
お
誘
い
し

て
会
場
に
同
行
し
た
の
で
す
が
、
大

変
懐
か
し
が
ら
れ
、
あ
い
さ
つ
の
中

と

で
「
た
ら
い
ら
ん
け
i
、
た
ら
い
ら

ご

ん
け
1
」
な
ど
、
我
々
で
も
懐
か
し

町
内
会
長
さ
ん
を
通
じ
て
お
願
い

り

い
言
葉
を
た
く
さ
ん
聞
か
せ
て
い
た

し
ま
し
た
昭
和
臼
年
度
秋
期
募
金
の
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
数
時
間
、

話

シ』

結
果
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

‘

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
『子

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様

E
供
の
こ
ろ
に
、

町
の
中
で
自
然
に
身

に
厚
く
お
札
を
申
し
上
げ
ま
す
。

の

に
付
い
た
こ
と
が
、
現
在
の
仕
事
に

共
同
募
金
1
、
6
5

8
、
3
0
0
円

長

大
い
に
役
立
っ
て
い
る
』
と
の
こ
と
、

更
生
保
護
事
業
資
金

町

町
づ
く
り
に
傍
わ
っ
て
い
る
者
と
し

て
大
変
参
々
に
な
り
ま
し
た
。

他
康

に
留
意
さ
れ
て
、
今
後
矧
々
の
ご
活

蹴
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

施
設
で
で
き
る
こ
と

老
人
の
話
し
相
手
、
入
浴
介
助
、

理
容
や
美
容

・
指
圧
な
ど
技
術
の
提

供
、
衣
服
の
つ
く
ろ
い

、
手
芸
や
舞

踊
な
ど
の
指
導
、
慰
問
な
ど
。

こ
の
は
か
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
と

思
い
ま
す
。
あ
な
た
が
で
き
る
ニ
と

を
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
の
問
い
合
せ
や

相
械
は
、
朝
日
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー

（胡
日
町
社
会
福
祉
協
議
会

内
包
幻
1
0
5
7
6
）
へ。

秋

期

募

金

結

果

1
4
2
、
1
4
0
円

社
会
悩
祉
協
議
会
背
（後
期
分
）

9
0
0
、
2
2
0
問

V
申
し
込
み
は
、
町
内
担
当
民
生
委

員
（
お
し
ら
せ
か
わ
ら
版
昭
和
白
年

1
月
号
参
照
）
又
は
、
町
社
会
福
祉

協
議
会
（
官
邸
1

0
5
7
6
）
へ
。

「
南
保
ミ
一
一
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」

（ハンカチ）

発
足
か
ら
は
年
目
を

迎
え
る
我
が
南
保
ミ

ニ

バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
町
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
中
で
も
伝
統
あ
る
少
年
団
の

一
つ
で
す
が
、
年
々
、
児
童
の
減
少

に
伴
っ
て
団
員
数
が
少
な
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
攻
作
は
、
3
年
生
か

ら
6
年
生
の
出力
k
m人
の
団
員
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

純
明
円
は
週
2
向
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
の
技
術
ど
け
で
は
な
く
、
同
氏

相
互
の
心
の
ふ
れ
あ
い
や
指
導
者
と

の
ふ
れ
あ
い
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
作
り

に
励
ん
で
い
ま
す
。

今
は
、
今
年
度
最
後
の
試
合
「
6

年
生
お
別
れ
大
会
」
に
向
け
て
、

一

生
懸
命
練
習
し
て
い
ま
す
。
団
員
た

ち
は
、
白
い
息
を
吐
き
な
が
ら
も
然
、

‘
練
習
に
集
ま
っ
た
団
員
た
ち

さ
に
負
け
ず
、
コ

圃－
－
－
－
園
調
匿
・
・

ー
ト
を
走
り
ま
わ

・
・
ヨ

幽

圃

踊

っ
て
い
ま
す
。
ぉ

副
園
園
間

幽
軍
国

別
れ
大
会
が
、
6

・
・
F
V
脳
岨
開
明
圃

年
生
に
と
っ
て
nM

’U
副
・
・
・
・
司

a・
後
め
思
い
出
と
な

引

ι明
パ

凶

臨

る
よ
う
、
団
員

一

ー
岡
町
田

E
U晶
圃

人

一
人
が
、
「
な
ん

河

3
3

’E
・

と
か
優
勝
を
」
と

町
－
曙
眠
掴

糾
習
に
も
力
が
入

羽
訓
別
“
圃

っ
て
き
ま
し
た

0

．d
－－
F
i
h

圃・・

祉問
回

目

団
対
た
ち
に
、

割
削
E
園

地
問
さ
ん
の
ご
声
援

aE
E
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
昭
和
閃
年
3
月
号

＠

＼

・

4
．0持

A

U
V
凶
1

…
f
秒
一ト

t

－

－
 

‘布
一一勺
町

．
ム

…一－e議
園
一
小
い

1
1
1
倖
．． 
・一

…M
J…

一
。
一
、一
号～

一

』

F

「ハロ
l
ウ
ィ
ー
ン
」

朝
日
中
イ
ラ
ス
ト
ク
ラ
7
1年

江
鮒
佳
恵
さ
ん

尾
氏
の
勢
力
下
に
入
っ
た
。
さ
ら
に
、

新
庄
城
に
神
保
慶
宗
を
破
っ
た
。

町
政
施
行
列
周

年
を
記
念
し
て
発

行
し
た
「
朝
日
町

誌
」
も
残
り
わ
ず

か
と
な
り
ま
し
た
。

朝
日
町
を
見
直
す

手
だ
て
と
し
て
、

町
誌
を
既
み
ま
せ

ん
か
。
町
誌
を
購

入
し
た
い
人
は
、

役
場
総
務
課
秘
書

広
報
係
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

（
告
白
U
H
－

－

o

o内
線
2
0
4
番
）

園圃

費ゆげ‘
川島，，嵐：・
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~ 幸男：：.1

企子供たちはおお喜び「チューブソ リ」

時；h~·：輸
入間ばん馬力、，雪上舟引き レース。「人間トナカイ」企

「ヒスイ海岸たら汁まつり」冬のイベント第 1弾。

－
カ
メ
ラ
叡
歩
＠

... rたら汁はやっぱり本家ですね」

2
月
刊
日
の
日
曜
日
に
、

J
R越
虫
呂
崎
駅

前
で
、
「
ヒ
ス
イ
海
岸
・
た
ら
汁
ま
つ
り
L

ガ

行
わ
れ
ま
し
だ
。

こ
れ
は
、
朝
日
町
む
ら
お
こ
し
事
業
実
行
委

員
会
が
、
冬
の
イ
ベ
ン
ト
（
祭
り
・
催
し
）
と

し
て
今
年
初
め
て
企
画
し
だ
も
の
で
、
定
ら
汁

な
ど
飲
食
コ
ー
ナ
ー
を
は
じ
め
、
パ
タ
パ
タ
茶

会
、
ヒ
ス
イ
の
展
示
、
観
光
パ
ネ
ル
写
真
展
怠

ど
各
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
雪
像
作
り
コ
ン
テ
ス

ト
や
雪
土
運
動
会
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容

が
あ
り
、
町
内
外
か
ら
訪
れ
だ
多
く
の
人
を
魅

‘，b ・＂

A何を作ろうか 「雪像作り コンテス ト」

.. 
－・・‘

噛屯Z

γ
・4a

宙
開
園
p
f
d

ポールを守れ「サパイパル雪合戦」企



生活必需品価格
2月分調査 ）前月比

{ft, 名 ｛悩絡 平均

石
ガ ソ 、J” 

130～131 問 130 ド1
｛持｜・禿 I i) （ー I)

油 灯 泊 851 
（配途18i)

810～880 
(-14) 製

ロEロヨ L p ガ ス
450～650 

583 
( 1 m') ( 0 ) 

日 台 （所中性洗用剤350m洗£) 
責1)

225 
225 

( 0 ) 

用
テ ィ シュペ ー パ ー

135～158 
144 

(400枚紙箱入1)) （一 7)

81, トイレ y トペ ー バー
160 

160 
（自主紙ロール4倒組） ( 0 ) 

食 ノマ ン 156 
（普通品6枚 l袋）

128～170 
(-14) 

力目 てE’ ー えf ン 281 
(450 g 1箱）

258～298 
( + 10) 

エ し よ つ irtl 
480～485 

483 
(1.8 £ビン入） ( + 1) 

食
サ フ ダ t耐

398～598 
465 

( 1.s eビン入） ( 0 ) 

と つ ふ
80 

80 

”白” （もめん i丁） ( 0 ) 

牛 手L
228～230 

229 
( l tバyク入） ( +33) 

牛 肉
340～398 

373 
（中肉もも100g) (- 2) 

豚 肉
158～188 

175 

2主 （中肉もも 100g) ( 0 ) 

重喜 .q~ 
140～ 160 

149 

襲車
(Mサイズ10個） ( 0 ) 

玉 ね ~： 
180～200 

189 

食
（普通品 1kg) (- 2) 

(j,' n し、 し よ 233 
（普通品 1kg} 

180～272 
( + 14) 

~悶. 

~ ’＼ . ‘Y 133 ヤ

（普通品 lkg) 
120～150 

(-84) 

／＼ 参
300～400 

350 
（普通品 1kg} ( 0 ) 

構評 灯油崎町こ引き続き値下がりし，外は念体
的に安定価格で推移しました。

「
海
技
免
状
」
の
更
新
手
続
き
を

海
技
免
枚
更
新
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
梅
枝
免
状
を
お
持
ち
の
皆
さ

ん
は
、
更
新
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
。

V
海
技
免
状
は
、
終
身
有
効
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

5
年
ご
と
に
身
体
適
性
、
知

識
、
技
能
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
て
、
更
新
し
て
く
だ
さ
い
。
有
効
期
間
満
了
日

以
前
一
年
の
問
に
更
新
を
受
け
な
い
と
、
免
状
が
失
効
し
ま
す
。

v更
新
の
要
件
は
、

ω一
定
め
身
体
適
性
基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

間
次
の
要
件
の
う
ち
い
ず
れ
か
一
つ
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

ω指
定
講
習
機
関
の
行
う
講
習
を
修
了
し
て
い
る
こ
と
。

例
必
要
な
釆
船
履
歴
を
持
っ
て
い
る
こ
と
。
（
船
員
手
帳
な
ど
に
よ
り
乗
船

履
歴
が
明
碓
に
証
明
さ
れ
る
人
）

マ
必
要
な
乗
船
庖
歴
め
な
い
方

（船
員
手
帳
な
ど
に
よ
り
乗
船
履
歴
が
明
確
に

証
明
さ
れ
な
い
人
を
含
む
）
は
、
更
新
講
習
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

V
講
習
に
つ
い
て
は
、
指
定
講
習
機
関
（
日
本
船
舶
職
員
養
成
協
会
宮
0
5
2

1
6
5
3
1
1
5
5
8
、
日
本
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
協
会
宮
0
5
2
1
3
3
1
1

へ
。
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
中
部
運
輸
局
宮
0
5
2
1
6
6

1
1
9
2
3
1
又
は
、
伏
木
海
運
支
局
岱
0
7
6
6

1
MH
1
1
3
6
8
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

V
ま
た
、
昭
和
的
年
5
月
初
日
か
ら
昭
和
田
年

4
月

0
1
8
5）

 

私
今治

ぬ
日
ま
で
に
取
得
し
た
凶
級
小
型
船
舶
操
縦
士
の
旧

免
状
は
、
取
得
日
に
応
じ
て
、
昭
和
回
年
3
月
汎
日

ま
で
に
新
免
状
へ
の
引
き
換
え
を
し
て
く
だ
さ
い
。

共－p 技

能

検

定

に

チ

ヤ

レ

ン

ン

を

V
富
山
県
職
業
能
力
開
発
協
会
で
は
、
造
園
、
板
金
、
家
具
、
建
具
、
左
官
、

ブ
ロ

ッ
ク
逮
築
な
ど
刊
職
種
別
作
業
の
昭
和
回
年
度
前
期
技
能
検
定
を
行
い
ま

す
。
あ
な
た
の
笑
カ
を
計
る
絶
好
の
機
会
で
す
。
あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
。

V
受
付
、
昭
和
臼
年
4
月

4
日
か
ら
4
月
日
日
ま
で
。
V
申
請
書
の
提
出
先
、

富
山
市
新
高
町
2
丁
目
4
番
辺
号
、
富
山
県
職
業
能
力
開
発
協
会

（
8
0
7
6

4
1
U
1
9
8
8
3
）
へG

殉
職
船
員
遺
児
に
援
護
金
が
支
給

職
務
上
で
死
亡
さ
れ
た
商
船
の
殉
験
船
員
遺
児
に
は
、
出
生
か
ら
高
等
学
校

を
卒
業
す
る
ま
で
、
援
護
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
日
本
殉
職
船
員

顕
彰
会

（
包
0
3
1
2
3
4
H
0
6
6
2
）
へ
。

間

k
v
d
G
－

e
t＠

b

t
t
A

恐
慌

m

’l
A－

宗‘

l

m

A

h
hwJμ」
4
7
L

〓ι

一町一
ト

λ

さ

J

J

J

7

－
守

」

さ

申

力

泊

珂

t
A

戸

キ

日

J

げ

2

3
1

零
封

伊

；

j

t

 

力

S
FJ

L
H／
7
7

ず・苗
．‘J
rh
一

躍

V中島絹枝8んの作品

r-c 
;z-c 
3-6 こんにちは

§＠くか$§ゐ
ム2
固た

千ち

穂、ほ
実さ

~； ん
歳

女血液型

01!.'i 

＊星座名

乙女座

E 広 i・E幸鼠』・・クa．．イ圃
一・・・3丈圃

・・・・:ig）・・一

－ー~畠圏・11:...1・邑」・・t:a:..-=:;;』込.：！：：！！圃・

問

題

①
新
し
く
建
設
さ
れ
る
桜
町
町
営
住

宅
は
何
一戸
分
か
？

＠
ω戸
⑮

M
W
戸

。

叩

戸

②
U
タ
l
ン
青
年
報
奨
金
は
一
人
（
配

酔

偶
者
を
伴
な
わ
な
い
場
合
）
い
く

ー

ら
支
給
さ
れ
る
か
？

＠
1
万

円

⑮
2
万

円

。

4
万

円
③
出
生
奨
励
金
は
、
こ
れ
ま
で
何
人

に
支
給
さ
れ
た
か
？

＠

ω人
⑮

白

人

。

同
人

（
2
p
i
3
P
の
特
集

「
人
口
増
加

対
策
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
J

〔応
募
方
法
〕

大
は
が
き
に
答
え
の
記
号

（例

ー
＠
、
②

l
⑮
、
③

l
O
）、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
を
記
入
し
て
い
送
っ
て
く

だ
さ
い
。
金
問
正
解
の
人
の
中
か
ら

抽
選
で
3
人
に
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

女
あ
て
先
H
H
一T
9
3
9
1
0
7

朝

日
町
道
下
1
1
3
3
番

地

朝

日

町

役
場
内
、
拠
出
広
報
係
あ
て

＊
締
め
切
り
H
H
3

月
日
日
（
同
日
の

消
印
は
有
効
と
し
ま
す
。）

食
品別
回
の
正
解
は
、
①
l
O
、
②
－

O
、
③
｜
⑮
で
し
た
。
当
選
者
は
抽

せ
ん
の
結
果
、
永
口
正
男
さ
ん
（
MM

－
歳
）
、
佐
波
み
ち
子
さ
ん
（
的
成
）、
中

島
政
雄
さ
ん
（
臼
歳
）
の
3
人
の
方

に
決
ま
り
ま
し
た
。

山
和

aw

－
 

－

ね
乱

闘

用

⑦

山

総

間

問

叫

柳

作

似

品
加
③
州
四
＠
ず
露
間
川

ご
二
税
同
時

。
＠
削W
山川
村
町
仏

h

両
斗
恥
時

3月のけんとう
「
肝
細
胞
ガ
ン
と

肝
硬
変
」

肝
細
胞
が
ン
は
肝
臓

に
で
き
る
が
ン
の

｝
穫

で
、
最
近
、
日
本
で
も

埼
加
し
て
お
り
、
年
閉

め
死
亡
者
数
は

1

9
、

0
0
0
人
と
見
ら
れ
て

－くらしの情報室＠

軍番基型号車 求人草語録 年齢 位制 就場所業 線人数用 1免費絡許経験等

l 保険係 40-60 JO.O～16 0 拘 朝日町犠 l 普i昌免許
三f~

2 サ ー ピえ係 ～25 13.0～ 5暗 朗月自町山 l 不野R過草免許

3 2畠 4車工 1ト so13.0～19 2 ~ 
車II日町 2 不普通問免静月山

4 ライン管理 』 2511.6』 15.0 ~ 朝大官日民町度 2 不普尉通l免釣

5 電子部品.I.I!立 50～60 14.3～15.3 努
朝日町 3 健康な方
大家庇

6 製材工 20～55 16 7- 拘 i朝宣日町下 2 
13 8～ 女 2 

7 事 務 員 20～50 10.0～11.0 女
f,lj日町

l 不普問通免締宮崎

8 事務民 ～45 10 5～ 女 朝月日町山 I 普高卒通：免併

ホット求人情報

い
ま
す
。

…

日
本
で
の
肝
細
胞
ガ
ン
の
特
徴
は
、

肝
硬
変
を
合
併
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

具
体
的
に
は
、
肝
細
胞
ガ
ン
患
者
の
別

%
ぐ
ら
い
が
眠
硬
変
を
合
併
し
て
お
り
、

一

日
本
で
は
肝
硬
変
が
肝
細
胞
ガ
ン
発

一

生
の
危
険
因
子
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

肝
硬
変
は
、

B
型
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス

や
非
A
非

Bm肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
の
持

…

統
感
染
、
ア
ル

コ
ー
ル
の
常
習
的
多

飲
な
ど
が
原
因
と
な
っ
て
、
徐
々
に

肝
細
胞
が
隣
答
さ
れ
、
か
わ
り
に
繊

① 

継
が
増
え
て
肝
臓
が
硬
く
な
っ
た
状

態
の
こ
と
で
、
肝
障
害
の
終
末
俄
で

す
。
肝
硬
変
は
肝
細
胞
ガ
ン
発
生
の

危
険
因
子
で
す
か
ら
、
肝
細
胞
が
ン

予
防
の
た
め
に
は
、
肝
硬
変
に
な
る

前
に
肝
障
害
を
食
い
止
め
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
先
述

し
た
原
因
を
取
り
除
く
と
と
も
に
、

肝
障
害
を
軽
い
う
ち
に
発
見
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
肝
織
は
沈
黙
の

臓
器
と
い
わ
れ
、
降出品
闘が
か
な
り
強

く
な
い
と
症
状
は
で
ま
せ
ん
。
献
血

や
健
診
で
臨
抗
原
陽
性
（

B
型
肝
炎

ウ
ィ
ル
ス
を
持
っ
て
い
る
）
や
肝
機

能
異
常
を
指
摘
さ
れ
た
ら
、
迷
わ
ず

す
ぐ
医
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

町
立
泊
病
院
内
科
医
長

南

部
修
二

献

笹
川
地
区

掘
内
利
子
、
川
上
米
子
、

泊
一

区

水

島

悦
子
、
寺
田
敦
子
、

武
田
陸
秀
、
永
井
裕
美
、
梅
津
佳
代
、

坂
東
香
里
奈
、
中
村
泰
子
、
古
沢
卓

武
、
経
坂
友
栄
、
千
間
企画仙
、
近
江
和

夫
、
品
回
総
子
、
青
木
功
、
中
村
登

志
美
、
加
藤
千
賀
子
、
泊
二
区

殿

村
利
子
、
西
島
、
え
り
子
、
島
里
美
、

福
島
健
治
、
福
島
み
ゑ
子
、
岡
本
・
純

夫
、
草
野
誠
治
、
中
川
好
枚
、
森
木

じ
ち
子
、
近
江
エ
イ
子
、
国
中
良
子
、

岡
本
あ
ゆ
み
、
居
波
直
子
、
長
崎
多

美
子
、
長
谷
純
v
寸
、
増
山

一
八
、
向

島
明
、
大
久
保
恵
美
子
、
大
西
喜
美

江
、
寺
崎
朝
子
、
下
湾
茂
、高
嶋
朗
、

山
凹
義
光
、
米
国
正
克
、
深
松
加
奈

恵
、
八
木
修
、
大
沢
英
規
、
近
江
弘
、

泊
三
区

国
島
昭
夫
、
坂
東
話
、
平

図
順
子
、
館
広
子
、
折
谷
美
喜
男
、

平
坂
洋
子
、
中
村
審
枚
、
平
回
久
美

子
、
古
沢
悦
子
、
川
瀬
キ
ミ
子
、
平

沢
美
佐
子
、
平
田
友
成
、古
沢
清
光
、

平
野
清
彦
、
沢
田
徳
江
、
五
箇
圧
地

区

嶋
回
議
子
、
舟
見
和
香
子
、
安

達
良
之
助
、
広
回
千
穂
、
新
回
ひ
ろ

み
、
河
村
恭
子
、
岡
島
彦
勝
、
長
能

徹
夫
、
勝
目
美
樹
、
成
田
和
憲
、
広

回
秋
子
、
浜
岡
満
里
子
、
金
井
克
雅
、

長
谷
川
正
弘
、
佐
渡
昭
夫
、
浜
川
け

い
子
、
永
井
靖
裕
、

寺
田
一
品
士
夫
、

南
保
地
区

道
用
幸
子
、
谷
口
知
江
、

坂
藤
栄
子
、
南
部
恒
一

、
中
村
相
彦
、

山
崎
地
区

水
野
雅
代
、
七
沢
孟
男
、

長
涼
孝
治
、
仙
名
和
彦
、
仙
名
恨
好
、

議
埠
理
忠
子
、
被
辺
美
や
子
、
花
房

清
孝
、
山
本
知
口
恵
子
、
長
津
え
み
子
、

仙
名
涼
r
T
、
秋
山
晴
美
、堀

一
耕
二
、

…
逸
沢
誠
、
九
里
幹
夫
、
水
野
美
喜
子
、

大
家
庄
地
区

沢
井
芯
美
・イ
、
一段辺

剛
、
住
吉
広
明
、
四
杉
彩
、
山口
出
岡
迷

信
、
青
木
繁
、
桜
井
英
樹
、
青
木
睦

子
、
土
用
雌
一

、
山
崎
真

一
、
今
江

香
山
郁
子
、
藤
凶
宏
子
、
山
崎
昇
、
新

村
辰
雄

〈
1
1
9
人
）

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ぶ
い
ま
し
た
。

昭和60年 3月任｜高校を卒業

し，吉凶工業（株）へ。現在は，

建材部品普IS.生産課，部品販

売係で＼アルミサッシに付い

ている戸車やクレセン トー プ

ラスチック，網戸用のネット

などの音II品を全国のYK K産

業 ・工業へ販売する仕事を担

当。 「品物の納期などを電話

で応対して，1日が過き’ていき

ますりと忙しそう。

また趣味ということでは．

「今は寒いので，回辺聖子さ

んのほのぼのと したものや孫

合恵子さんの大人の女をf品、たもの，

赤川次郎さんのサスペンスものなど，

いろんな小説を読んでいます。でも暖

かくなったらコンサー トに出かけたり，

英会話もやってみたいり とのこと。

自分については， 「曲ったことが嫌

いて＼何でもきちんとしておきたい性

絡です。それを他の人にも押しつけよ

うとすることもあるので， 5'"~ を イ4・けた

いと思います。明るいところが， 1唯一

自分の取り柄かなりと笑顔で話してく

れました。チヨ ット知的でし っかり者

とい ウ．さわやかさんでした。

実勤務先

吉田工業（ Y K K) 

宮崎趣 味

読書－

貴家族構成

両親と弟の4人家扶

の

血

協
力
者
名

｜
l
月
実
施
分

境
地
区

内全
と
み
千
、
水
島
克
成
、

宮
崎
地
区

水
島
由
紀
子
、
尉
谷
美

智
代
、
加
山
脇
邦
晴
、
水
島
美
紀
子
、

震

英
会
話
を
習
い
た
い

－
昭
和
白
年

3
月
号

。
務 くわしいこ とは．魚津公共車産業安定所剣自分~（ft82-0l98）へ．

曲一 唖園、曙月智

fち



3
位

谷

元

気

持

秒

9
（
泊
二
区
）

中
学
校
女
子

－
位
田
島
智
里
剖
秒

8
（
泊
三
区
）

2
位
柳
沢
山
香
子
幻
秒
9

（大
家

一
般
男
子
A

1
位
大
出
回
伸
幸
部
秒
2
（
大
家
店
）

2
位
菊
地
正
徳
町
秒
7
（五
向
山
）

3
位
水
島
伸
介
印
秒
6
（境
）

一
般
男
子
B

1
佐
吉
井
直
入
団
紗
0
（
五
箇
庄
）

2
位

金

井

彰

位

秒

8
（
泊
二
区
）

3
位

小

谷

博

飴

秒

0
（
泊
三
区
）

1
月
幻
自

－
M
自
の
両
日
、
極
楽

坂
ス
キ
｜
場
で
開
催
さ
れ
た
第
叫
回

県
民
体
育
大
会
ス
キ
l
競
技
会
で
次

の

H
々
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

大
回
転
一
部
成
年
男
子
B

7
位
士
白
井
面
人
（
月
山
）

大
回
転
二
部
成
年
男
子
A

第
包
囲
朝
日
町
民
ス
キ
l
大
会
兼

小
中
学
校
ス
キ
l
記
録
会

地
区
対
抗
の
部

個
人
の
部

3 2 1 
位位位

的
二
区

大
家
庄

五
箇
庄

小
学
校
男
子

1
位

広

田
彬
げ
秒
5
（
大
家
庄
小）

2
位
佐
波
敏
朗
凶
紗
l

（
的
小
）

3
位
一
蹴
谷
川
火
木
目
秒
9

（
｛
抗
崎
小
）

i市
小
学
校
女
子

l
位

藤

沢

麻

紀

お

秒

0

（
大
家
庄
小
）

り
野
愛
子

お

秒

4

（大
家
庄
小
）

繰
回
里
美
お
秒
9

（
大
家
庄
小
）

県

体

みつぽスキー場

対

2 
｛立

川
河

i
eRH

3 
位

中
学
校
男
子

l
似

以
介
似
・札口

a

－z
 

a
－－
四

，．，
 

2 
位

5

4
Y
｝
 

q
J
ι
f
’t
 

（笹
川
）

総

刷

卓

志

お

秒
i

（大
家
庄
）

2月14日
梅津栄さんが講演

ス

ル大会が行われました。

この 日は朝から-gt棋様の来い日でし

たが• Iぷの大会への出場権が借ってい

るとあって，熱気ムンムンで熱戦が版

聞きれました。

この臼，境公民館ホールで，境小学

校 PT A主催の豊かな心を育てるよ能i京

会が行われ．我が町出身で映画やテレ

ビでおなじみの梅津栄さんが講演され

ました。

J持続会では．最初に黒柳徹子さんと

の対談を集録したビデオを見，その後

「役者のおし aゃべり」と題した梅津さん

の誠織となり，出だしから新川弁がポ

ンポンと飛び出して大爆笑の連続で，

i的以の会場を魅7しました。

1月18日～2月17日

A.熱戦ガ展開された教文会館

2月1日
種送り集会

大家庄小学校では，勤労生産学習の

一環として各学年ごとに稲や花，野菜

を選び，学校図（ 5 ；｛－）.学校畑（ 3 ;.:-) 

で栽倍していますが，この日，昨年収

穂した粧を一年下の後輩たちに引き継

ぐ「磁送り集会」を行い ました。

集会では．最初に 6年生から 5年生

へ． 「草取りや水やりを忘れないでJ

などと収穫までの劫言をそえて，カボ

チャの械が手渡され，その後，；＋と，ヘ

チマ，ヒマワリなどの種が次々に先輩

から後輩に引き継がれま した。

V雪景色のみつほスキー場

一
般
男
子

C

l
位
怖
沢
義
弘
臼
秒

8
（
大
家
庄
）

2
位
笹
川
保
夫
日
秒
O
（
泊
三
区
）

3
位
吉
江
勝
広
日
紗
9
（約
二
区
）

一
般
男
子
。

－
位
大
和
一
制
勝
間
秒

5
（泊
二
区
）

2
位
深
松
博
撃
的
秒
3
（笹
川
）

3
位
水
島
俊
夫
位
秒
l
（
泊
二
区
）

一
般
女
子

－
位
水
品
節
子
幻
秒

3
（
泊
二
区
）

2
位
竹
内
由
記
子
包
秒
4
（
笹
川
）

3
位
森
野
恵
子
お
秒
3
（
泊
二
区
）

キ

大
A

－
A
 

8
位

竹

内

向
成
年
男
子
C

5
位

加

必

禿

樹

（来
下
町
）

7
位

山

本

戊

（
比
岩
崎
）

同
成
年
男
子
D

2
位

広

図

附

夫

（
平
野
）

渉
（
笹
川
）

V狙符の話術で魅7する梅津さん

Zをかな心＆育τ毛講演会

鞭 1げ d l争ベ＇）

V種を後Mに引き継ぐ「種送り集会J

2月刊日
室内ゲートボール大会

この日．町教育文化会館て二町の 3

プロ ックから選抜された12チームが参

加して．第 2回朝日町室内ゲートポー

の激励壮行会が，この H武村福祉会自官

（入善町）で行われ，長谷川君を励まそ

うと入善高校野球部OB会をはじめ，

鹿熊県議や魚津町長な ど関係者約100

人が出席。出席者の「－ Hも平〈一軍

で活脱できるようがんばってください」

との励ましの許梨に長作川君は， 「じっ

くりとプロの体力 をつけ，長いIMl活.~Id 

できる選手になリます」と力姐l＜決意

を述べました。

長谷川煮は， 186~’の長身から投げ下

ろす速球が武器の大＇＼＇！ 投下で．制円町

始まって以来初のプロ野球選手。みん

なで応援したいものです。

q月27日
文化財調査委員会

朝日町教育委民会では．次のn々を

文化財調査委員会委以に任命する とと

もに．この日文化財調代委日会を開iii¥

し，役職を決めました。

委員長竹内俊一

委員長職務代理聖若

委員長作必見，

ff.1、ii仁志｜りI,

...回帰を愈じ~がらB交流する組合員

朝日町内水面漁業協同組合て・・1;t.，こ

の日県内のトップを切って今年初Jのサ

ケの稚魚90万匹を小JII と－~＼里川の 2 河

川に放流しました。

放流された椴魚は，昨年の10月中旬

から12月上旬にかけて小川で水偽げさ

れた約2,000本のサケから録集された

275万粒の卵からふ化されたものの一

部で，約5~’に育った維魚を ftjっけな

いよう丁寧に波流しました。

l殿村ぷ太郎

小杉トII夫

」二JJX俊)L

q月31日
みつぼスキー場祭り

この日．世：JI I小学校と終川地医体f1 

協会が主催して，みつぽスキー場祭り

が行わtLました。

この行事は， 町民スキー大会の一週

間前に池区ぐるみで行われる伝統行本

で．みんなでコース作りなどの撒備を

したあと，小学生の部 ・一般の部に分

かれて記録会やHl別~i門会を行い． 地

元でのスキーを楽しみました。

q月24日
阪神入団の畏谷川君壮行会

入善高校野球部でピッチャーとして

活脳し，プロ野球の名門阪神タ イガー

スに入門1する長谷川尚生君（朝日町H1)

－
ま
ち
の
う
ご
き

⑪

朝
日
柔
道
大
会

団

体
。
中
学
の
部

－
位
朝
日
中
学
校
A

2
位

朝

日

中
学
校
8

個

人
。
有
段
者
の
部

1
位

本
田

2
位

米
問

3
位

杉
本
和

....... ；＞！！こ〆「 l!!I ：！志

入 世 入 札！土

普善明
高高 田
校校中
2 1 3 
年年年

。
銃
一
段
者
の
部

l
位

上

回

真

（朝
日
中
l
年
）

2
位
坂
東
秀
昭
（
朝
日
中
l
年
）

あ
す
こ

「
玲
ハ
》

や
か
に

dfν

境

林

洋

一
長

男

秀

樹

境

室

吉

則

二
女
み
さ
と

宮

崎

水

島

善

治

二

女

麻

美

大

屋

古

市

伸

一
長
女
裕

子

中

草

野

飯

凹

稔

二

女

育

美

荒
川
三
丁
目
本
村
雅
宏
長
男

恭

平

荒
川
五
丁
目
古
江
久
彦
長
女
明
H
来

中

道

下

来

彬

長

男

渉

一

千
柳
一
区
広
田
正
宰
長
女
雅
美

平
柳
一
区

平
柳
二
区

平
柳
二
区

月

山

草

野
竹

の

内

池

谷

町

大

家

庄

三

枚

橋

窪

田

平
野
幸
一
二
女
賀
美

大
谷
範
行
長
女
史
我
乃

山
岸
浩
二
長
男
勇
綴

西

村

賞

長

女

友

里

吉
江

裕

長

男

裕
大
朗

小
林
士
口
一
長
女
あ
つ
み

吉
田

修

長

女

愛

美

弓
野
秀
人

長

女

葵

森

川

弘

長

男

亮

吉

田

悟

二
男

行

宏

殿
三
人
自
の
誕
生

お
め
で
と
う
ご

5
い
ま
す
。

町

湯

n敏
治

二
男

史

お
し
あ
勺
引
当

わ
せ
に
バ
同」

也

焦点検

部下 境

市町水

沢弘本 ~h

律幸切手：

-f ~母美介

古ヂf杉水

ご
め
い

ふ
く
を

ぞ震

笹

川

神

閏

町

東

下

町

東
三
浦
町

中

平

野

末

広

町

商

品

商

品

蛭

谷

辻

岩

崎

細

野

細

野

舟

川

新

藤佐 愛蓮長長 越 稲 上 伊 氷 j易小

ち

井磁場沢崎谷間村沢総児島林

よ
（部）

キ
ミ
（
市
）

忠

松

（行）

ミ
サ
ホ
（
九
）

孝

信

（
計）

功
（
制
）

耕

作

（釘）

依
名
義
（日）

ふ

で

（飽）

政

市

（
η）

秋

男

〈
印
）

常

次

（
叫
）

英

樹

（幻
）

－
昭
和
白
年

3
月
号
⑪
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朝日町立中失図書館

本
の
紹
介

「
捕
鯨
船
団
女
ド
ク
タ
ー

南
氷
洋
を
行
く
」

田

村
京

子

伝
統
と
誇
り
あ
る
歴
史
に
、
wか
を

閉
じ
よ
う
と
す
る
捕
鯨
船
団
。
乗
り

込
ん
だ
初
の
女
ド
ク
タ
ー
は
、
山
榊
の

男
た
ち
の
笑
顔
の
裳
に
、
捕
鯨
へ
の

生
き
が

い
を
奪
わ
れ
る
哀
し
み
を
見

た。
白
夜
の
南
氷
洋
に
女
ド
ク
タ
ー
と

鯨
を
追
う
男
た
ち
の
爽
や
か
な
交
流

と
感
動
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
。

新
し
い
本

（一

般
書
）

女
性
の
す
な
お
さ
1
2
0寧
擁

寿

子

わ
た
し
の
四
季
暦
宮
尾
登
美
子

と
れ
た
て
の
短
歌
で
す
俵
万
智

惣
菜
は
創
造
（
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
の
本
）

マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス

寄
り
か
か
っ
て
は
生
き
ら
れ
な
い

千
葉
敦
子

ロ
巻ぎ

ょ
う
せ
い

日
本
の
郷
土
料
理

（
小
説
）

そ
れ
ぞ
れ
の
終
楽
寧
（
直
木
賞
受
賞

作
）

阿
部
牧
郎

三
毛
紡
ホ
ー
ム
ズ
と
愛
の
花
束

間
の
夜

・
夜
行
列
車
に

亦
川
次
郎

紅

子

の

冒

険

制

島

洋

子

九
時
ま
で
待
っ
て

闘

辺

聖

子

家

十

日

襲

米

③

④

山

田

利

彦

無
頼
船
林
地
獄
か
ら
の

S
O
S

西
村
弁
行

Eヨ月 E週表l~i＇’

赤川焼窯元の野村彰さん（本名東彰）

は，高校時代に谷口山郷さん （画家）

宅に出入りしているうちに，会社員に

なるより自分の感性で勝負できる陶芸

の道に進もうと決め，高校卒業と 同時

に，京都め辻普六陶房に入門。辻部J之

氏について，ク ラフ卜 ・オブジェt免を
学び，昭和50年からは鹿児島の苗代焼

の鮫島佐太郎氏に，昭和54年からは荷

び京都にもどり ，日展作家の清水正次

氏に師事。そして．昭和58年春，赤川

の宝き家を借りて開祭。

野村さんは， 「日常，茶の間で｛買わ

れるもの，そ して皆さんに税しんでも

らえるものを作りたい」と，花びんか

ら茶わんまで何んでも作られますカヘそ

の傍ら県展には毎年出品しておられま

す。また，蛭谷地区に古くから伝わる

「パタパタ茶」に注目し，五郎八茶椀

の生産にも携っておられます。

現在は，ま きで娩〈“あな窯”を作

ろうと頑張っておられるところです。

焼l
 

I
J
 

赤

「浅
草
キ
、ソ

ド
L 

ビ
ー
ト
た
け
し

ビ
ー
ト
た
け
し
が
、
芸
人
生
活
の

原
点

「
浅
革
フ
ラ
ン
ス
座
」
を
特
妙

句広
畑
く
自

伝
的
青
森

エ
ッ
セ
イ。

泊
内
‘
＆
守
噌

6

9

・’dy

成山
町い

＋壮一戎山

い

春
燈

津
村
節
子

阿
刀
回

一雨

宮
尾
登
美
子

れ
ん
げ
競
書
会

日

時

3
月
9
日

（水
）

午
後
l
時
初
分
l

福
祉
セ
ン
タ
ー
茶
道
室

「噌
」
の
悲
し
み
の
世
に
」

曽
野
綾
子

会

場
テ
、
キ
ス
ト

お

知

ら

せ

3
月

8
日

（
火
）
か
ら
、
第
9
回

日
本
の
絵
本
賞
の
「
手
づ
く
り
絵
本

部
門」
で
、
最
高
の
内
閣
総
理
大
臣
賞

を
受
賞
さ
れ
た
松
平
知
子
さ
ん

（朝

日
間
平
柳
）
の
作
品
を
民
示
し
ま
す
。

ー可 、ー’

一 寄
丈 贈
I也 あ
の も｝
i見，zが
7.ffftと
」 う

ざ
し、

ま
し
？二

山
本
生
寸
寸
前
さ
ん

「
機
路

第
十
築
」

「わ
ら
べ
う
た
」

磯
路
俳
句
会

境
地
区

ご寄付をありがとうございました

l>川崎市の堀一久安さんから広報あさ

ひのためにと 5,000問

！＞北陸銀行奨学助成財団さんから朝日

中学校の教育用備品としてワープロ

一式 （：:l5万円相当）

l>小在池の七沢克さんから山崎小学校

へ紙折機 l台 （10万円相当）

［＞昭和34年度境小学校卒業生一閉さん

から境小学校へロ ッカー・備品棚(10

万円相当）

l>荒川の横山三明さんから町民総合体

育館へパスケ γ トボール30秒表示計

2組（32万円相当）

－
昭
和
白
年

3
月
号

＠

V
宮
崎
出
身
で
、
現
在
黒
部
市
に
お

住
ま
い

の
扇
谷
免
郎
さ
ん
か
ら
銀
杏

ぴ
む雛

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
雛
は
、

い
ら
よ
今

大
つ
ぶ
め
銀
杏
の
実
に
特
種
な
絵
の

具
で
彩
色
し
た
人
形
と
と
も
に
、
菱

も
ち
ゃ
御
所
事
な
ど
道
具
類
も
き
ち

ん
と
そ
ろ

っ
た
七
段
飾
り
で
、

す
べ

て
手
作
り
と
か
。

い
た
だ
い
た
そ
の

日
の
う
ち
に
、
役
場
の
受
付
窓
口
に

飾
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
訪

れ
た
人
は
一
様
に
「
紫
附
し
い
」
と

感
嘆
し
て
い
ま
し
た
。
V
広
報
あ
さ

ひ
も
い
つ
か
、
議
く
て
も
い
い

、

こ
の
銀
杏
雛
の
よ
う
に
細
か
な
と
こ

ろ
ま
で
気
配
り
し
て
、
読
者
の
皆
さ

ん
か
ら
、
「
素
晴
し
い
広
報
紙
に
な

り
ま
し
た
ね
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
努

力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

V
広
報
あ

さ
ひ
3
月
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

4
司
い
た
だ
い
た
銀
杏
縫

女 9,786( + 14）計 18.528(+20）世平等数 5,108(+2) 男 8,742( + 6) 〔2月の人口〕


